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図・4　光電子増倍管C－70045　Aのインパルス応答

ルトとし，OKITA　C－5090，　HITA　C－5020を使用した。

　計算機によるインパルス応答は図・4に示す．実験と

の不一致は，主に出力端によるストレー容量のためと思

われる．

　　　　　　　　　　結　　　論

　この光電子増倍管は図・3のように1GHzまで平坦な

特性を示しており，パルスによる立上り時間測定値O．・5

nsともよく一致している，レーザ通信用としては，微

弱な受信光においても，受信機雑音よりも光電流による

雑音がおおきくなる感度の最良状態に容易にすることが

できる．したがって，この光電子増倍管は，広帯域のレ

ーザ通信用の検波器として有用であり，その第一段階と

してその報告をさせていただくしだいである．終始ご指

導を賜わる斎藤教授，浜崎助教授に感謝する．この研究

は昭和40年度選定研究費によるものである．

　　　　　　　　　　　　　　（1966年3月25日受理）一

　　　　　　　　　文　　　献

1）R．C．　Miller，　N．　C．　Wittwer，“High　Speed　Photo－

　multipliers”IEEE　Int．　Conv．　Rec，　voL　13，　Pt．5，

　pp．7～16；March　1965．
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図・6Case　3（その1）
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図・6　Case　3（その2）
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